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ブログにおける書き手の意図とモダリティ表現
Writers’ Intentions and Modality Expressions in Weblog Articles
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In this paper, we investigate how writers of web diaries or weblogs use modality expressions differently to express
their intentions on the articles. The articles are collected from 54 writers and labeled as one of Memorandum,
Report, Diary, or Journal. Since each type corresponds to a writer’s intention, we count the number of frequency
of modality expressions from the articles of each type to prove the relationships between writers’ intentions and
modality expressions.

1. はじめに

ウェブ日記・ウェブログは，内容（事実中心／心情中心）と
指向性（自分に向けて書く／読者に向けて書く）によって大き
く 4タイプ（備忘録型，日誌型，日記型，公開日記型）に分類
できることが知られている [Kawaura 98, 山下 04a]．本稿で
は，アンケート調査によってウェブ日記・ウェブログを 4タイ
プに分類し，それぞれの文中に含まれるモダリティ表現の統計
を取ることにより，ウェブ日記・ウェブログの書き手の意図が
モダリティ表現にどのように反映されているのかを調べる．

2. ウェブ日記・ウェブログ意識調査

本稿では，山下・三浦の行った「はてなダイアリー」∗1 利
用者に対するウェブ日記・ウェブログ意識調査を利用する（調
査の詳細については [三浦 04]を参照されたい）．質問項目は
ウェブ日記・ウェブログの執筆状況，執筆動機や効用，パーソ
ナリティ・個人特性，ツールの利用経験，回答者の基本属性な
ど多岐に渡っている．山下・三浦らは調査結果からウェブ日
記・ウェブログの継続意向に関する因果モデルの構築に取り組
んでいる [山下 04a, 山下 04b, Miura 05] が，本稿ではウェブ
日記・ウェブログのコンテンツ分析に焦点を当てる．ウェブ日
記・ウェブログの分類は以下の質問項目 Q2-12に沿って行う．

Q2-12 あなたのウェブ日記・ウェブログは以下の 4つのうち
どれに分類できると考えられますか．次の中からもっと
も近いものを選んでください．

A1: 自分に向けて書き，事実をそのまま書く（備忘録型）

A2: 他者に向けて書き，事実をそのまま書く（日誌型）

A3: 自分に向けて書き，自分の心情を書く（日記型）

A4: 他者に向けて書き，自分の心情を書く（公開日記型）

有効な回答が得られた 1,142人のうち，ウェブ日記・ウェブ
ログの内容分析の許可を得られた 54人分のウェブ日記・ウェブ
ログ 3か月分を分析に用いた．分析に用いたウェブ日記・ウェ
ブログのデータを表 1に示す．
分類別に見ていくと，一人当たりのテキストサイズの大き

さが備忘録型，日誌型，日記型，公開日記型の順に大きくなっ
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ている．これより，自分よりも他者に向けて書く，もしくは事
実よりも心情を書く人のほうがたくさんの文章を書き，その傾
向は心情のほうがより強いことが分かる．また，1文あたりの
サイズは日記型だけが小さく，自分に向けて心情を書く場合に
は簡潔な文になっていることが分かる．他者との関わりや事実
を意識してウェブ日記・ウェブログを書いている人ほど，より
分かりやすく，もしくは詳しく書こうという意識が働くために
一文が長くなるのだと考えられる．

3. モダリティ表現

日本語の文の意味構造は，客観的な事柄を表す「命題」と，
聞き手に対する話し手の主観的な判断や態度を表す「モダリ
ティ」から成ると考えられている [益岡 91]．モダリティは，そ
の性質の違いからいくつかのタイプに分類することができる．
益岡によるモダリティの 9分類を以下に示す．

伝達態度のモダリティ 聞き手に対する話し手の態度を表す．特
定の聞き手に対して発話される「対話文」にのみ現れる．
「～よ」「～ね」等の形式が用いられる．

ていねいさのモダリティ 聞き手に対する話し手の態度を表す．
ただし，伝達態度のモダリティと異なり，不特定多数の
人々を対象とした文章にも用いることができる．「～です」
「～ます」等の形式が用いられる．

表現類型のモダリティ 聞き手の行動を促したり，話し手の感
情を表すなど，表現・伝達に関わる様々な機能を表す．表
現類型は全部で演述型，情意表出型，訴え型，疑問型，感
嘆型の 5つある．

真偽判断のモダリティ 対象となる事柄の真偽に関する判断を
表す．断定の場合は無標形，断定保留・未定の場合は「～
らしい」「～だろう」「～ようだ」「～か」等の形式が用い
られる．

価値判断のモダリティ 対象となる事柄に対して話し手が望む
判断を表す．「～べきだ」「～ことだ」「～ものだ」「～なけ
ればならない」「～ほうがよい」等の形式が用いられる．

説明のモダリティ 当該の記述がある事柄に対する説明として
用いられることを表す．「～のだ」「～のです」「～わけだ」
「～わけです」等の形式が用いられる．
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表 1: 分析に用いたウェブ日記・ウェブログ（54人× 3か月分）．

備忘録型 日誌型 日記型 公開日記型(
自分に向けて
事実を書く

) (
他者に向けて
事実を書く

) (
自分に向けて
心情を書く

) (
他者に向けて
心情を書く

)

人数 7 15 12 20

文の数 5518 20462 24078 33980

テキストサイズ (KB) 230139 787742 677316 1297419

1人あたりのテキストサイズ (KB) 32877 52516 56443 64870

1文あたりのテキストサイズ (KB) 42 39 28 38

表 2: 計測したモダリティ表現．

モダリティ表現（基本形）

伝達態度のモダリティ ～よ，～ね
ていねいさのモダリティ ～です，～ます
真偽判断のモダリティ ～らしい，～だろう，～ようだ，～か
価値判断のモダリティ ～べきだ，～ことだ，～ものだ，～なければならない，～ほうがよい
説明のモダリティ ～のだ，～のです，～わけだ，～わけです
テンスのモダリティ ～た
みとめかたのモダリティ ～ない

テンスのモダリティ 当該の記述を時間の流れの中に位置づけ
る働きをする．現在または未来の場合は無標形，過去の
場合は「～た」等の形式が用いられる．

みとめかたのモダリティ 対象となる事柄に対する肯定・否定
の判断を表すモダリティ．肯定の場合は形式がないが，否
定の場合は「～ない」等の形式が用いられる．

取り立てのモダリティ 命題間の範列的な関係を表す．「も」「は」
「ばかり」「でも」「くらい」等の形式が用いられる．

書き手の意図は，態度，判断，説明，時制に関するモダリ
ティとして表出する．そこで本稿では，趣旨から外れる取り立
てのモダリティと計算機での処理が難しい表現類型のモダリ
ティを除いた 7分類のモダリティ表現を計測することにする．

4. 書き手の意図とモダリティ表現

2. において 4 分類したウェブ日記・ウェブログのコンテン
ツを JUMAN [黒橋 03] を用いて形態素解析し，活用を基本形
に戻した文末表現（句点の直前の語もしくは句）と品詞との
組み合わせからモダリティ表現の 7分類の出現率を計測した．
本実験で計測したモダリティ表現を表 2，計測した 7分類のモ
ダリティ表現の出現率を表 3に示す．モダリティ表現ごとの特
徴を以下にまとめる．

• 伝達態度のモダリティ表現は，日記型，公開日記型にお
いて相対的によく用いられている．2.の質問項目 Q2-12

から分かるように日記型と公開日記型に共通している質
問は「自分の心情を書く」であり，伝達態度のモダリティ
は心情を書くときに用いられていることが分かる．

• ていねいさのモダリティ表現は日誌型，公開日記型，備
忘録型，日記型の順で多く用いられている．つまり，て
いねいさのモダリティ表現は他者に向けて書くときに用
いられているることが分かる．

• 真偽判断のモダリティは相対的に日誌型，備忘録型，公
開日記型，日記型の順で多く用いられている．つまり，事
実について述べるときに真偽判断のモダリティが使われ
ているることが分かる．

• 価値判断のモダリティはあまり用いられておらず，この
結果からはタイプ別の傾向を述べることはできない．

• 説明のモダリティは日記型、つまり「自分に向けて自分
の心情を書く」場合に相対的によく用いられていること
が分かる．

• テンスのモダリティ（ここでは過去時制の文末表現のみ）
は相対的に備忘録型に多く用いられ，日記型には少ない．
このことから，自分に向けて事実を書き留めるときには
過去形が使われていることが分かる．

• みとめかたのモダリティ（ここでは否定形の文末表現の
み）は相対的に日記型に多く用いられ，公開日記型には
少ない．このことから，自分に向けて心情を表すときに
は否定形が使われていることが分かる．

以上の結果を整理すると表 4 のようになる．これら一連の
分析から，ウェブ日記・ウェブログの書き手は誰に向かってど
のような内容を書くかによって巧みにモダリティ表現を使い分
けていることが明らかになった．

5. 議論

山下らは 20個の日記（各 10日分）に用いられている文体
が「である調」（説明のモダリティ）か「ですます調」（ていね
いさのモダリティ）かを人手で分析したが，明確な傾向は見出
せなかった [山下 00]．これは，よく用いられているかどうか
の印象を評定者に求めたために，大まかな傾向しか捉えられ
なかったためだと考えられる．評定者による分析では話題内
容の判別など微妙な判断を要する場合には非常に有効である．
しかし，評定者にかかる負荷が非常に大きいために，分析でき
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表 3: ウェブ日記・ウェブログの 4分類とモダリティ表現の出現率．

備忘録型 日誌型 日記型 公開日記型(
自分に向けて
事実を書く

) (
他者に向けて
事実を書く

) (
自分に向けて
心情を書く

) (
他者に向けて
心情を書く

)

伝達態度のモダリティ 0.0217 0.0189 0.0712 0.0424

ていねいさのモダリティ 0.0920 0.1306 0.0599 0.1082

真偽判断のモダリティ 0.0120 0.0156 0.0099 0.0110

価値判断のモダリティ 0.0009 0.0015 0.0008 0.0007

説明のモダリティ 0.0230 0.0277 0.0334 0.0248

テンスのモダリティ 0.2887 0.2417 0.2064 0.2451

みとめかたのモダリティ 0.0292 0.0302 0.0375 0.0232

表 4: ウェブ日記・ウェブログの 4分類に特徴的なモダリティ表現．

モダリティの種類

備忘録型 真偽判断のモダリティ，ていねいさのモダリティ，テンスのモダリティ
日誌型 ていねいさのモダリティ
日記型 伝達態度のモダリティ，説明のモダリティ，みとめかたのモダリティ
公開日記型 伝達態度のモダリティ，ていねいさのモダリティ

るデータ数や判断項目はどうしても制限されてしまう．一方，
計算機で分析すると微妙な内容の判断は難しいが，モダリティ
表現などの定型的なパターンに限定すると大量のテキストを比
較的正しく処理できる．本稿では 54人× 3ヶ月分のウェブ日
記・ウェブログに用いられる 7 種類のモダリティを数え上げ
ることができたために，従来の調査では見出せなかった傾向ま
で見出せたのだと考えられる．
しかし，今回計測したモダリティ表現は表 2 に示す 19種類

のみであり，決して十分ではない．例えば，書き手の意図に深
く関わっている表現類型のモダリティは今回計測していない．
また，複数のモダリティ表現の組み合わせも捉えれられていな
い．したがって，今回の分析で違いが見えなかったからといっ
て即座に関係がないという結論を下すことはできない．今後
は，より詳細にモダリティ表現を定義し，大規模なデータから
より正確な傾向を捉えることに取り組んでいく予定である．
また，質問 Q2-12は択一項目であり，ウェブ日記・ウェブ

ログを書き手ごとに備忘録型，日誌型，日記型，公開日記型の
どれか一つに分類して分析を行ったが，実際にはウェブ日記・
ウェブログの内容は様々な範囲に及ぶことも多く，ただ 1つに
分類することには無理がある．ウェブ日記・ウェブログがカテ
ゴリ別に分類されている場合には，カテゴリごとに分類を求め
る必要があるだろう．

6. まとめ

本稿ではウェブ日記・ウェブログの書き手が，どのような読
者を想定しているのか，どのような内容を書くのかによってモ
ダリティ表現の使い方を工夫していることを明らかにした．
ウェブ日記・ウェブログはインターネット上で公開されてい

る以上，程度の差はあれども書き手は常に何らかの読者を想定
しているはずである．言葉使いひとつで書き手の印象は形成
され，他者との関係性に大きな影響を及ぼすことを考えると，
書き手の意図とモダリティ表現についての知見を共有すること
は，情報化社会に必要なテラシーとなるであろう．
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